
    

プレスリリース 

令和６年８月 14 日 

 

 

誤発送による個人情報の流出について 
 

 

 区は、一時保護児童から回収し、破棄する予定だった受診券を、別の児童の保護者（以

下、「児童保護者」といいます。）宛の発送物に封入し、郵送してしまいました。受診券は一

時保護児童が医療機関利用時に使用するもので、児童名、生年月日、一時保護先の施設名

が記載されていました。  

 区は再発防止に向け、個人情報の取扱いに厳正を期すとともに、区民の皆さまの信頼回

復に努めてまいります。 

 

１ 経緯 

 令和６年５月 24 日（金曜）、児童相談所の職員が、特定記録郵便で児童保護者宅へ書類

を発送しました。 

 令和６年８月９日（金曜）、児童保護者が「児童相談所から郵送されてきた封書に別人の

受診券が入っていた。」と児童相談所へ来庁し、誤発送が判明しました。 

 区はその場で受診券を回収し、児童保護者へ謝罪しました。また、個人情報が流出した

児童の保護者にも速やかに連絡をとって謝罪し、これまでの経緯を説明しました。 

 

２ 原因 

 回収後の受診券はすぐに破棄することとしていますが、今回の件では、回収した職員が

後で破棄しようとしてそのまま失念し、別の書類に混在してしまいました。 

また、児童保護者へ書類を発送する際、宛先と発送する書類については職員２名で確認

を行いましたが、封緘時のダブルチェックは行っておらず、誤封入を見落としました。 

 

３ 再発防止策 

 受診券を回収した際は、即時に破棄することを徹底します。また、発送物の封緘時の作

業環境を見直すとともに、チェックリストを作成するなど、確認体制を強化して再発防止

に努めます。 

併せて、職員に個人情報の重要性を再認識させることを目的に、個人情報に関する研修

を実施します。 
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